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経営の将来性を見極める融資手法をはじめ、担い手に適した資金供給手法の提供 

 

(2) 株式会社 KCRファームへの熊本地震対策ファンド対応について 

ＪＡバンク熊本（熊本県） 

 

新規 継続 

○ 
 

（平成 年 月） 

 

1 動機 

（経緯） 

株式会社ＫＣＲファームは、熊本県菊池市にて養豚の繁殖事業を行う農業法人で

す。平成28年7月、株式会社熊本畜産流通センターの直営養豚農場の地震被害から

の復旧・復興を図ることを目的に新規農業法人として設立されました。 同社では、

環境にやさしい最新の豚舎建設により地域と調和した養豚業を行う計画であり，

地域の担い手として認定農業者の認定を受けております。今後、JAグループのブ

ランド豚を中心にスケールメリットを活かした競争力のある生産を行う予定で

す。  

2 概要 当金庫としては同社の取組みが、地域の農業復興と活性化に繋がり熊本県の畜産

業における震災復興の第一歩になると判断するなか、アグリビジネス投資育成

株式会社と連携し、中長期的な財務基盤の安定化に向けた金融対応として熊本地

震対策ファンドの出資を決定いたしました。 

 

3 成果 

（効果） 

熊本地震対策ファンド（第 1号案件）を出資。 

投資金額：21百万円 

 

4 今後の予

定（課題） 

引き続き復興対策支援室を中心に農林水産業の発展に向けた更なる貢献を果

たすことはもとより、被災地域での農林水産業者の方々の復旧・復興に向け

た支援を継続してまいります。  

 

   【豚舎イメージ】 
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